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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第105期

第３四半期連結
累計期間

第106期
第３四半期連結
累計期間

第105期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 25,119,226 22,742,412 33,024,645

経常利益 （千円） 1,180,943 260,540 1,263,383

四半期（当期）純利益 （千円） 795,003 193,935 832,747

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 857,867 477,619 898,079

純資産額 （千円） 15,765,840 16,285,000 15,694,079

総資産額 （千円） 30,698,304 29,955,106 30,148,430

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 72.45 17.67 75.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 72.38 17.66 75.78

自己資本比率 （％） 50.9 53.9 51.6

 

回次
第105期

第３四半期連結
会計期間

第106期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成25年
　10月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 24.13 1.16

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、連結子会社及び持分

法適用会社）が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、個人消費と投資の伸びに支えられて米国が回復基調にあるのに対

し、欧州では周辺国の影響もあって依然として景気の停滞が続いております。また、中国においては比較的高い成長

率を維持しておりますが、企業の過剰な設備投資の調整過程にあり、景気は減速傾向にあります。さらには中東情勢

の緊迫化や原油価格急落による産油国経済の悪化等の影響も加わり、不安定さを増しつつあります。

　一方、わが国経済は、企業収益が回復へと向かう反面、消費税増税と円安による物価上昇が実質賃金の低下を招い

たことから個人消費が振るわず、極めて低い成長に留まっております。

　そのような状況下、当社グループにおきましては、国内経済の停滞と韓国向けの販売不振により業績は総じて低調

な結果となりました。とりわけ前期好調であった機能性材料においては、市場環境の急激な変化に対応できなかった

ことから大幅な減収減益となりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高227億42百万円（前年同期比

9.5％減）、営業利益１億44百万円（前年同期比86.7％減）、経常利益２億60百万円（前年同期比77.9％減）、四半

期純利益１億93百万円（前年同期比75.6％減）となりました。

　セグメント別の状況につきましては、次のとおりです。

 

軽包装材料

　当セグメントにつきましては、主力製品の一つである電子レンジ対応食品包材「レンジＤｏ！」の採用件数の増加

と高防湿ＰＴＰシート用フィルム「テクニフィルム」をはじめ医薬・医療用包材の新規ユーザー獲得等に伴う受注増

により、これらの分野においては増収となりました。

　一方、エアー緩衝材「エアロテクト」及び電子部品用キャリアテープはユーザーの減産によって、清涼飲料用パウ

チは夏場の天候不順によって、それぞれ減収となった他、その他の包材についても個人消費の落ち込み等の影響で減

収となりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は105億６百万円（前年同期比2.8％減）となりました。

 

産業資材

　当セグメントにつきましては、住宅着工件数の減少や消費の冷え込みによりテープ基材関連の売上は前年同期比で

減少しました。

　剥離紙については、自動車関連部材用をはじめ電子部品固定用、建材用などの用途では比較的堅調な売上を維持し

ましたが、フレキシブルプリント基板の製造に使用される電材用工程紙については韓国向けが販売不振に陥り、その

他の用途についても国内景気の低迷により受注が減少したため、剥離紙全体としては前年同期比で減収となりまし

た。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は57億93百万円（前年同期比4.9％減）となりました。
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機能性材料

　当セグメントにつきましては、携帯情報端末向けの表面保護フィルムが前期までは好調でありましたが、「サニテ

クト」は韓国向けの販売不振と採用対象端末のモデルチェンジ等によって、「ＰＡＣ」は主に競合他社との競争激化

によってそれぞれ売上が減少しました。また、「ＳＡＴ」については、タッチパネルの仕様の変化や当社製品が使用

されていた高機能フィルムの減産等の影響で受注が減少し、いずれのタイプの表面保護フィルムも前年同期比で大幅

な減収となりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は61億38百万円（前年同期比22.2％減）となりました。

 

　なお、セグメント別の売上高は以下のとおりです。

 

セグメント別  売上高  構成比  前年同期比

軽包装材料  10,506百万円  46.2％  2.8％減

産業資材  5,793百万円  25.5％  4.9％減

機能性材料  6,138百万円  27.0％  22.2％減

その他  303百万円  1.3％  4.5％減

合計  22,742百万円  100.0％  9.5％減
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、313百万円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(4）主要な設備

　　重要な設備の新設等

　当社は、平成26年10月17日開催の取締役会において、下記のとおり新設工場を建設することについて決議いたし

ました。

 

１．設備投資の目的

　当社グループの産業資材事業につきましては、これまで景気の変動に比較的大きな影響を受けることなく安定

した売上高を計上し、今後もその水準を維持しうることが見込まれておりますが、生産拠点の分散と設備の老朽

化によって年々経費の増加を余儀なくされ、収益性の低下を招いております。

　このような状況を抜本的に改革するため、今般、産業資材事業の中核となるべき新工場を建設し、生産設備の

統廃合と生産体制の再構築を行うことを決定いたしました。これによって、産業資材製品の生産効率を改善し、

収益性を高めるとともに、電子材料関連用途などの高付加価値製品のさらなる品質向上と多様な製品ラインアッ

プの展開を図り、新たな顧客層の取り込みに注力することで当社グループの業績向上と収益基盤の安定化に向け

て取り組んでまいります。

 

２．設備投資の内容

（１） 名称 株式会社サンエー化研　掛川第二工場（仮称）

（２） 所在地 静岡県掛川市満水1000-6

（３） 敷地面積 約17千㎡

（４） 総投資額 約35億円

（５） 生産品目 ラミネート紙、ラミネート布、剥離紙

 

３．設備の導入時期

（１） 着工予定 平成27年１月

（２） 竣工予定 平成28年３月

 

４．今後の見通し

　当該設備投資による平成27年３月期の当社グループの業績への影響は軽微であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,000,000

計 45,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,320,000 11,320,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 11,320,000 11,320,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

当第３四半期会計期間に新たに発行した新株予約権がないため記載を省略しております。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 11,320,000 － 2,176,000 － 2,098,559

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    345,200 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,974,000 109,740 ―

単元未満株式 普通株式        800 ― ―

発行済株式総数 11,320,000 ― ―

総株主の議決権 ― 109,740 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社サンエー化研
東京都中央区

日本橋本町1-7-4
345,200 － 345,200 3.05

計 － 345,200 － 345,200 3.05

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,107,202 5,331,536

受取手形及び売掛金 10,007,203 ※ 9,669,624

電子記録債権 925,286 919,076

商品及び製品 1,235,352 1,309,257

仕掛品 1,470,609 1,289,320

原材料及び貯蔵品 825,272 727,878

その他 293,896 385,199

貸倒引当金 △49,777 △47,897

流動資産合計 20,815,044 19,583,996

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,419,296 2,350,636

機械装置及び運搬具（純額） 1,091,796 999,019

土地 1,916,530 1,916,530

その他（純額） 294,647 216,280

有形固定資産合計 5,722,271 5,482,467

無形固定資産 22,155 18,704

投資その他の資産   

投資有価証券 3,139,863 4,073,899

退職給付に係る資産 347,653 698,648

その他 103,149 98,119

貸倒引当金 △1,708 △730

投資その他の資産合計 3,588,959 4,869,937

固定資産合計 9,333,386 10,371,109

資産合計 30,148,430 29,955,106
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,808,308 ※ 6,645,734

短期借入金 3,310,000 3,340,000

未払法人税等 285,607 －

賞与引当金 484,127 230,280

役員賞与引当金 6,966 －

その他 1,572,596 ※ 1,525,754

流動負債合計 12,467,606 11,741,769

固定負債   

長期借入金 639,985 409,500

役員退職慰労引当金 129,099 120,312

環境対策引当金 274,124 271,465

退職給付に係る負債 563,497 460,567

資産除去債務 99,439 100,287

その他 280,599 566,203

固定負債合計 1,986,744 1,928,335

負債合計 14,454,350 13,670,105

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,176,000 2,176,000

資本剰余金 2,136,298 2,136,756

利益剰余金 10,877,642 11,203,549

自己株式 △116,459 △115,955

株主資本合計 15,073,480 15,400,350

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 585,707 818,197

為替換算調整勘定 1,278 35,405

退職給付に係る調整累計額 △111,972 △96,695

その他の包括利益累計額合計 475,013 756,907

新株予約権 18,133 －

少数株主持分 127,451 127,741

純資産合計 15,694,079 16,285,000

負債純資産合計 30,148,430 29,955,106
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 25,119,226 22,742,412

売上原価 21,752,493 20,421,846

売上総利益 3,366,733 2,320,566

販売費及び一般管理費 2,274,468 2,175,663

営業利益 1,092,264 144,903

営業外収益   

受取利息 266 453

受取配当金 74,884 80,507

作業くず売却益 50,823 44,584

クレーム収入 47,675 22,644

その他 52,255 16,867

営業外収益合計 225,905 165,056

営業外費用   

支払利息 34,125 27,411

持分法による投資損失 － 7,937

環境対策費 ※１ 98,760 －

その他 4,341 14,069

営業外費用合計 137,226 49,418

経常利益 1,180,943 260,540

特別利益   

新株予約権戻入益 － 17,956

受取保険金 ※２ 140,260 －

特別利益合計 140,260 17,956

特別損失   

固定資産除却損 1,487 －

環境対策設備除却関連損失 ※３ 62,787 －

特別損失合計 64,274 －

税金等調整前四半期純利益 1,256,929 278,497

法人税、住民税及び事業税 206,835 10,290

法人税等調整額 249,090 72,791

法人税等合計 455,926 83,082

少数株主損益調整前四半期純利益 801,003 195,415

少数株主利益 5,999 1,480

四半期純利益 795,003 193,935
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 801,003 195,415

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 56,863 232,799

退職給付に係る調整額 － 15,277

持分法適用会社に対する持分相当額 － 34,126

その他の包括利益合計 56,863 282,203

四半期包括利益 857,867 477,619

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 851,860 475,828

少数株主に係る四半期包括利益 6,007 1,790

 

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

四半期報告書

12/19



【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が355,218千円増加し、退職給付に係る負債が

88,550千円減少し、利益剰余金が285,609千円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －千円 390,739千円

支払手形 － 729,180

設備関係支払手形（流動負債（その他）） － 36,295

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　環境対策費

　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　　札幌工場跡地の土壌及び地下水汚染につきましては、恒久的な浄化工事を行うにあたり詳細な土壌調査を行いま

したところ、前年度冬季の降雪量が例年以上であったことから地下水位が上昇し、敷地内の汚染の分布状況に変化

が生じていた事実等が第２四半期会計期間において判明しました。この対策として、施工範囲の拡大及び工期延長

などにより追加工事に伴う費用が新たに見込まれるため、98,760千円を営業外費用に計上しております。

 

※２　受取保険金

　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　　前連結会計年度に当社袋井工場で発生した火災に伴う保険金の受取額を特別利益に計上しております。

 

※３　環境対策設備除却関連損失

　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　当社グループは、新エネルギー等事業者支援対策事業の事業者として資源エネルギー庁及び一般社団法人新エネ

ルギー導入促進協議会より補助金の交付を受けておりましたが、平成25年11月30日をもって対象事業を廃止いたし

ました。これに伴う対象事業の設備廃棄に伴う損失34,011千円及び交付を受けていた補助金の一部返還額28,775千

円を合わせて特別損失に計上しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 493,246千円 486,634千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 76,802 ７  平成25年３月31日  平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年11月14日

取締役会
普通株式 76,802 ７  平成25年９月30日  平成25年12月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 76,813 7  平成26年３月31日  平成26年６月27日 利益剰余金

平成26年11月14日

取締役会
普通株式 76,823 7  平成26年９月30日  平成26年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

売上高 10,814,381 6,095,252 7,891,896 24,801,531 317,694 25,119,226

セグメント利益 331,973 34,234 684,105 1,050,312 41,952 1,092,264

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

　　　２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

売上高 10,506,694 5,793,568 6,138,823 22,439,087 303,325 22,742,412

セグメント利益又は損失

（△）
226,350 5,791 △111,740 120,402 24,500 144,903

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

　　　２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 72円45銭 17円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 795,003 193,935

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 795,003 193,935

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,971 10,973

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
72円38銭 17円66銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 10 4

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成26年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 76,823千円

（ロ）１株当たりの金額 ７円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月５日

（注）平成26年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成２７年２月５日

 

株式会社サンエー化研  

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 津田　英嗣　　印  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 美久羅　和美　印  

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン

エー化研の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２６年１

０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエー化研及び連結子会社の平成２６年１２月３１日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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